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【動機】

近年，日本では大雨や地震などの災害が数多く起こっており，私たちはいつどこで災害の被害に
遭うかわからない。そこで，緊急時に教室から出ようとする人の動きをシミュレーションし，災
害時に安全に教室から避難するための方法を提案することを目的とした。

【方法】

群れの動きを表現するBoidモデルに，交通流研究のスロースタートモデルを組み込んだBoid慣性
モデルを作成し，教室からの避難を再現した。パラメータや環境変化の影響を，避難時間と移動
距離の計測，渋滞の可視化等を行って解析した。

【結果】

まず，避難行動の再現としてのBoid慣性モデルの妥当性を複数の点で確認した。パラメータ変化
時の比較から，生徒の移動距離の長さ，速度，渋滞の有無が避難時間を決定することが分かった
。さらに，机の配置で避難時の動きや避難時間が変わることが分かった。

【まとめ】

避難行動の再現に使うことができ，パラメータで心理状況などを表現できる可能性があるモデル
を作成できた。作成したモデルを利用して，避難時間の決定に重要な要素が分かった。さらに，
机配置の工夫で避難時間を短縮できる可能性があることが分かった。

【展望】

今回調べた授業中の避難だけでなく，生徒をランダムに配置した休憩中の避難を考えることで，
様々な状況に最適な机配置や避難行動を考える。また，生徒をグループ分けして避難させる等の
他の介入策も検討する。教室以外での避難行動の再現にモデルを適用することも検討する。
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